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水曜日

2
0
2
0

年
東
京
五
輪
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の

主
会
場
と
な
る
新
国
立
競
技
場
の
整
備
計
画
に
新

た
な
難
題
が
浮
上
し
た
。
国
際
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
委

員
会
（I
0
C

）
は
お
目
、
完
成
時
期
を
日
本
政

府
が
想
定
す
る20
2
0

年
4

月
よ
り3
カ
月
早

い
、
同
1

月
に
す
る
よ
う
求
め
た
。

今
の
と
こ

ろ
、
設
計
・
施
工
会
社
の
努
力
に
期
待
す
る
し
か

な
い
が
、
圧
縮
を
め
ざ
す
建
設
費
の
増
加
に
つ
な

が
る
と
の
指
摘
も
出
て
い
る
。

新国立競技場の建設問題を巡
り 、 遠藤利明五輪担当相 （左）
と会談する 10Cのコーツ副会
長＝25日、内閣府、山岸一生撮影
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月
末
ま
で

一に
）
引
き
渡
し
て
い
た
だ
き
た

一ン
・
コ
l

ツ
I
O
C

副
会
長
は

正
一に
、
ス
タ
ジ
ア
ム
を
（Io
c

一い
」

一遠
藤
利
明
五
輪
担
当
相
と
会
談

町
一や
組
織
委
員
会
が
使
え
る
よ
う

一
お
日
午
前
、
来
日
中
の
ジ
ョ一し
、
強
く
要
請
し
た
。
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v

足

氏
の
隣
に
座
っ
た
森
喜
朗
・
東

京
五
輪
組
織
委
員
会
会
長
も
、

同
じ
見
解
を
示
し
た
と
い
う
。

テ
ス
ト
時
間
確
保

コ
l

ツ
氏
は
東
京
五
輪
調整

委
員
長
で
、
ーo
c
と
日
本
側

の
窓
口
役
を
務
め
る
。

今
回
、

整
備
計
画
見
直
し
の
現
状
を

確
認
す
る
た
め
に
来
日
し
た
。

I
O
C

側
が
前
倒
し
に
こ
だ

わ
る
の
は
、
本
番
前
に
様
々

な
予
行
演
習
や
テ
ス
ト
を
重

ね
、
会
場
の
機
能や
運
営
の
問

題
点
を
洗
い
出
す
時
聞
を
確
保

し
た
い
か
ら
だ。
観
客
の
輸

送
、
ス
ム
ー
ズ
な動
線
、テ
ロ

対
策
の
手
荷
物
検査
な
どを
重

要
な
テ
ス
ト
項目
と
し
て
想定

す
る。し

か
し
当
初
の
計
画
を
急
き

ょ
白
紙
撤
回
し
た
た
め
、
来
年

初
め
以
降
に
本
格
化
す
る
設
計

や
工
事
に
か
か
る
期
間
も
ギ
リ

ギ
リ
の
想
定
と
なっ
て
い
る
。

遠
藤
氏
は
、
コl
ツ
氏
に
対

し
「
簡単
に
短
轄
で
きな
い
現

状
が
ある
。
1

月
と
軽
に々
言

え
な
い
の
で
首
相
に
伝
え
た

い
」
と
応
じ
たが
、
会
談
後、

記
者
団
に
は
事
業
者
頼
み
の実

情
を
認
め
たτ

一
（
発
注先

に
）
一
日
も呈
く
完
成
さ
せる

お
願
いは
し
て
い
く

一

五
輪
の
開
催
童
書が
想
定
よ

り
遅
れ
る
こ
とは
、
遺
去
にも

あ
っ
た
。

似
年
ア
テネ
大
会
で

は
開
催直
前
に
なっ
て
も
主競

技
場の
屋
根が
完
ま
せ
ず
、マ

ラ
ソ
ン
コ
l

ス
の
霊
憶も
遅

れ
、
－

O
C
会
長
が
ギ
リ

シ
ャ

の
首相
に
「
醤
告
」
し
た
。来

夏
に
控
える
リ

オ
デヲ
ャ
ネ
イ

ロ
五
輪で
も
、

一
一
一

以
笠
会
場の
建

設
の
遅
れに
I
0
C

は
気を
も

ん
で
い
る。

日
本
政
府
に
対
す
る
信頼

も
、
競
技
場
をめ
ぐ
る
迷走
で

薄
れ
つ
つ
あ
る。
I
O
C

は
来

月
、
過
去
の大
会
の
メイ
ン
競

技
場
に
関
す
る
報告書を
遠
藤

氏
に
参
考資
料
とし
て
届
け
る

と
い
う
。

こ
の
日
、
遠藤
氏
から
報
告

を
受
け
た
安
倍
晋
三
首
相
は

「
今月
中
に
（
整備
計
画
を
）

し
っ
か
り
と
ま
と
め
て
下
さ

い
」
と
作
業
を
急
ぐ
よ
う
指
示

し
た
。

す
で
に
、客
席
の
冷
房

装
置
が
約1
0
0

億
円
、
太
陽

光
を
通
す
屋
根
の設
備
が
約
切

億
円
、
と
い
っ
た
整
備
費
の
概

算
が
積
み
上
が
り
、

計
画
に
盛

り
込
む
建
設
費
の
上
限
も
固
ま

り
つ
つ
あ
る。

費
用
増
え
る
恐
れ

「何
と
か2
千
億
円
は
切
れ

る
の
で
は
な
い
か」
。
遠
藤
氏

は
こ
の
日
の
記者
会
見で
、

旧

計
画
で2
5
2
0

億
円
だ
っ

罰

た
建
設
費
を
、
新
計
画
で
は
H

1

千
億
円台
に
圧
縮
で
き
る
E

見
通
し
を
示
し
た。
た
だ
、

田

こ
う
し
た
計
算
も
、・あ
く
ま
で
国

4

月
完
成
が
大前
提
だ
。

建

開

設
業
界
か
ら
は
、
工
期
を
短
縮
一
－m

す
れ
ば
、
人
手
不
足
で
人
件
費
一言

が
高
騰
す
る
な
か
で
一
度
に大一台

勢
の
人
を
雇
う必
要
が
あ
り、

一－佃

建
設
費
が
膨
ら
む
と
の
指
摘
も
一

－蹄

あ
る。

一票

遠
藤
氏
は
「
費
用
は（
計
画
一－閣

で
示
す
）
上限
の
中
で
やっ
て
一一間

頂
き
た
い
と
（
発
注
先
に）

一－M

申
し
上
げる
か
ら
、
（
建
設
費
一昨

は
）
上が
ら
な
い
」
と
語
る
。

山

し
か
し
、
受
注
業者
に
ツ
ケ

刊

を
回
す
よ
う
な
計
画
に
な
れ
山

ば
、
再び
批
判
を
招
く
恐
れも
川

あ
る。
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